
 

 

 

 

新しい居住支援サービスについて 

住宅確保要配慮者に対する民間賃貸住宅への新たな入居支援事業として、入

居者、不動産事業者双方の安心、安全を担保し、円滑な契約へ繋げていくため、

以下のとおり、新しい支援サービスを開始する。 

 

１ 緊急通報サービス 

体の具合が悪くなった時などに緊急ボタンを押すことにより、自動で通報さ

れ、警備員が 24 時間 365 日駆けつけるサービスシステム。 

利用料金 助成金（1回のみ） 

月額 2,750 円（税込） 
16,000円（初回１年間の利用料金の50％） 

※1,000 円未満は切捨て 

 

２ 緊急連絡先代行サービス 

入居契約時、家賃等債務保証会社を利用する際に、緊急連絡先の確保ができず、

保証会社の利用ができない方に対し、緊急連絡先になってくれる NPO 法人を紹

介するサービスシステム。 

利用料金 助成金（1回のみ） 

年額 5,000 円（税込） 5,000 円（初回２年間の利用料金の 50％） 

 

３ 事業開始日 令和２年４月１日から 

 

４ 利用者への周知等 

（１）大田区ホームページ 

（２）「居住支援施策のご案内」を関係所管・機関窓口にて配布 

 

（添付資料） 居住支援施策のご案内 令和２年度版 

まちづくり環境委員会 

令和２年５月 12 日 
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所管 建築調整課 


































